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The 3rd International Conference on Water and Society 2015 
第３回 水と社会 2015 

2015 年 7 月 15 日から 17 日に関するレポート 
京都大学学際融合推進教育研究推進センター 

堀 さやか 
 

2015 年 7 月 15 日〜17 日にスペインのラコロナで、The 3rd International Conference on 
Water and Society 2015 の国際会議が開催されました。これは２年毎に開催される水と社会に

関連する学術大会であり、水文学者、経済学者、社会学者、人類学者、衛生工学、関連企業及

びその他様々な分野の優れた研究者が集い、近年の研究結果や発見の報告、本分野からウオー

ターマネジメントの在り方、展望について討論が行われました。 
 

Water and society 2015 は、小規模な学会ですが、その分大規模な学会とはまた一味違い密

度の濃い議論が行われ、とても得るものが大きかったです。学会ではシンポジウム・口述発表

が同時に開催され、多様な分野からの発表がありました。各国の様々な討論に参加することが

できました。私は特に、ア・アマリ (フランス)による”Real time detection of microbial 
intrusion in potable water using advanced devices”に関する発表が印象に残りました。 
 

本学会での私の活動に関して、最も大きな役割はシンポジウムでの発表でした。表題は、

“Newspaper reports on water policy for exploratory research and analysis in 
text-mining.” （テキストマイニングを用いた、“水政策”関連報道にみる、社会動向に関す

る探索的研究）でした。水政策に関しては、総合水資源管理、統合的水資源管理を経て、改め

て、住民参加型の水ガバナンスの重要性が再確認されていますが、過去 10 年の新聞紙面から

水政策に関する用語を解析し、人々の認識と社会との相関関係を着目した発表をしました。 
この発表は 7 月 16 日の午前 9 時から午前 10 時 40 分開催の” Future Water Demands（未来

への水需要）”というセッションで行いました。議長は、ケー・ドュ・プレシス博士 (南アフリ

カ)が務めました。私の発表に関して、「情報の可視化によるアプローチを用いて、水資源の現

状を把握することで、あらたな問題解決を測るツールとして利用できる」と意見を頂きました。

有意義な討論を行うことができました。 
 

また、この学会と通して、フランス、ドイツ、イギリス、ポルトガル、アメリカ、カナダ、

ブラジル、スペイン、メキシコ等、他の国の研究者とも意見交換することができました。この

ような経験を、将来のより良い研究活動につなげていきたいと帰国しました。 
 
最後に、本学会参加は私にとって、多様な知見を持った研究者と意見交換ができ、ウオーター
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マネジメントに関する私の知識や見解を深めることができ、素晴らしい機会となりました。最

後になりましたが、この様な得難い機会を与えてくださった貴財団には、心より感謝を申し上

げます。学会参加を通して多くの刺激と学びがあり、世界の若手研究者から多いに刺激を得て

帰国することができました。貴財団のますますのご繁栄を心よりお祈り申し上げます。ありが

とうございました。 
（以上） 

 
 
 


